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魅力創造課（新嵐山再生担当） 

めむろ新嵐山株式会社の検証について 

 

１ 検証の目的 

めむろ新嵐山株式会社（以下、「法人」という。）は、「宿泊施設の経営及び維持等の事業を営むこと」などを目的に、平成 14年

（2002 年）に芽室町が 100％出資して設立した第三セクターであり、法人の経営破綻は、町民、利用者、取引事業者や法人で

働く従業員など、多くの方に多大な影響を与える重大な事態である。 

町は、二度と同様の事案を生じさせないことを目的に、法人が経営破綻したことについて検証を行う。 

 

２ 検証の考え方 

法人の経営破綻に係る課題・問題点を整理するため、経営状況の分析による検証（経営検証）と町が実施してきた政策の検証

（政策検証）の２つを主眼として検証する。 

 

３ 検証の手法 

本町と包括連携協定を締結している北海道大学公共政策大学院に検証に係る助言等をいただくとともに、検証内容に対して

も知見に基づいた意見や助言をいただき、検証報告書としてまとめる。 
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４ 検証項目 

 上記３に基づき、以下の項目について検証を進めている。 

 （１）めむろ新嵐山株式会社の沿革（会社の設立から経営破綻（破産手続き）まで） 

 （２）経営破綻の影響（６項目） 

 （３）経営検証 

ア 利用状況 

イ 部門別営業収支 

ウ 財務諸表 

エ 収益性 

オ 流動性 

カ 生産性 

 （４）政策検証 

ア 複数の政策目標と公共性・収益性 

イ 法人の経営破綻に対する町の考え 

 （５）検証の総括 

 

５ 今後のスケジュール 

令和６年５月末（予定） 北海道大学公共政策大学院からの意見等のまとめ 

令和６年６月上旬～   北海道大学公共政策大学院からの意見等の反映 

令和６年６月末（予定） 検証報告書 

 

 




